（囲碁部）

　欄柯（らんか）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　近藤勝洋

昔々晋の国の信安群の石室山の麓に、王質と言う樵夫が住んでいました。

　ある日、木を伐るために山の奥深く入っていきましたところ、小さな広場があり、その木陰で四人の童子が碁を打っていました。

碁好きの王質、たまらず側によって木を切ることを忘れて眺めていました。

　そのうち童子の一人がナツメの実をくれました。それを食べると不思議なことにいつまでもお腹が空きません。

夕方になって、童子たちは碁を止めました。

「おや、まだいたの？」彼らはまだ王質が傍にいたのを見て、驚きました。

　我に返った王質は、自分も帰ろうと思い斧を持とうとしました。するとその斧の柄がすっかり朽ち果てているでありませんか。

やむを得ず斧をあきらめて村に帰りました。

　さて、村に帰ったところ、どうも様子がおかしい。会う人は知らない人ばかり、自分の家の前まで来るとアッとばかりに驚きました。見る影も

なく朽ち果て、荒れた我が家の姿でした。

通りかかった村人に尋ねますと、「おおむかしこの家には、確か王質とか言う樵夫が住んでいたようです。

今では七代目くらい後の人子孫がいるようですので尋ねてご覧なさい」と言いました。

　この中国の昔話によって、斧の柄が朽ちることを「欄柯」と言い、囲碁のことを表しています。

菅原道真の漢詩に次のようなのがあります。

　　囲碁

手段幽静処

用意興如何

下子声偏小

成都勢幾多

偸閑猶気味

送老不蹉　

若得逢仙客

樵夫定欄柯

手段、幽静の処意を用いること興如何ぞ子を下すこと声偏えに小さく都を成すこと勢い幾くばくか多き閑を偸みてなお気味あり老を送りて蹉　ならず若し仙客に逢うを得ば

樵夫定めて柯を欄さん

詩の中にある欄柯とは、囲碁の別称であります。神様、天神様、菅原道真も好んで碁を打ったことと思われます。

インターネットで世界中の人達と自由に碁が出来る時代が来ました。

趣味として多くの人が囲碁を

打たれるよう思ってやみません　　　。　　　　　　　　　　　　（完）

